
障害者プラン２０２１の各項目のうち、障害者差別および権利擁護に関するもの

項目 具体的取組 令和5年度目標・指標
令和２年
度実績

令和3年度
実績

令和４年
度実績

令和８年度目標・指標案 主な実績・成果・評価 課題、今後の方向性

１．共生社会づくり

(ア)障害者差別解消法の周知、「障
害の社会モデル」の啓発

差別解消に関する講座の
実施回数

差別解消に関する講座の
実施回数

(イ)滋賀県障害者差別のない共生社会づ
くり条例の浸透と条例に基づく取組の実
施

50回／年 50回／年

(ウ)差別解消のためのネットワーク
構築

相談体制の充実 ー ー ー 相談体制の充実

(1)②権利擁護の推進 (エ)成年後見制度の利用促進 全福祉圏域での中核機関の設置 ー ー ー
市町からの専門相談への対
応や研修会の実施等による

市町の取組支援

成年後見人等の担い手の確保等、県として広域的に検討
すべき事項について情報共有・意見交換を行う権利擁護
支援・成年後見制度利用促進協議会、および市町向け実
務研修会を開催した。
県内全県域での中核機関の設置

引き続き、成年後見人等の担い手の確保や、広域的な課
題解決のための関係団体の連携や支援体制の構築に向
け、権利擁護支援・成年後見制度利用促進協議会におけ
る情報共有・意見交換、および市町研修等、市町や中核
機関に対する取組支援を行っていく。

目標
令和２年
度実績

令和３年
度実績

令和４年
度実績

令和８年度目標・指標案 主な実績・成果・評価 課題と対応

＜R５年度目標＞ ＜R８年度目標＞

50回／年 50回／年

＜R８年度目標＞

未設置の全市町への働きかけ 現目標を継続

（毎年度）

＜R８年度目標＞

毎年度１回

改正障害者差別解消法が令和6年4月1日に施行されること
から、共生社会サポーターステッカーなどを利用しなが
ら民間事業者に対する啓発を強化するとともに、子ども
を含む幅広い層への普及・啓発に引き続き取り組んでい
く。

（１）重点的取組一覧

(1)①障害者差別の解消と障害
者理解の促進

（２）第４次障害者計画に係る目標一覧

令和６年４月１日に施行される差別解消法の改正も踏ま
え、幅広い層への周知が必要であることから、企業等に
研修に取り入れていただくよう働きかけを強化するとと
もにｗｅｂを利用した啓発を実施していく。
県、当事者に一番身近な市町担当職員とアドボケーター
との連携を密にするため、引き続き情報交換会を実施し
ていく。

コロナ禍で、研修の場等の機会が減少したが、Zoomや動
画配信を利用するなど、開催方法を工夫して実施した。

圏域ごとに県（健康福祉事務所を含む）、市町担当者、
アドボケーターが参加する圏域情報交換会を実施するな
どして連携した体制強化に努めた。
　差別解消支援地域協議会未設置の市町に対する働きか
けも引き続き行った

共生のまちづくり

差別解消に関する講座の実施 44 42 51

障害者差別解消法に基づく障害者差別解消支援地域協議会未
設置の市町に対する働きかけの実施

地域アドボケーター、市町担当者、県による圏域ごとの情報
交換会の実施

年１回

コロナ禍で、研修の場等の機会が減少したが、Zoomや動
画配信を利用するなど、開催方法を工夫して実施した。
令和５年３月には、共生条例の理念に共感する事業者が
店舗等に貼付する共生サポーターステッカーを作成し
た。
圏域ごとに県（健康福祉事務所を含む）、市町担当者、
アドボケーターが参加する圏域情報交換会を実施するな
どして連携した体制強化に努めた。

現目標を継続年１回

指　標

44 42 51

年0回
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